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北東アジア動向分析

2010年 2011年 2012年 2013年

中国 遼寧 吉林 黒龍江 中国 遼寧 吉林 黒龍江 中国 遼寧 吉林 黒龍江 中国 遼寧 吉林 黒龍江

経済成長率（実質） ％ 10.4 14.2 13.8 12.7 9.3 12.2 13.8 12.3 7.7 9.5 12.0 10.0 7.7 8.7 8.3 8.0

工業生産伸び率（付加価値額） ％ 15.7 17.8 19.9 15.2 13.9 14.9 18.8 13.5 10.0 9.9 14.1 10.5 9.7 9.6 9.6 6.9

固定資産投資伸び率（名目） ％ 23.8 30.5 32.5 35.5 23.8 30.2 30.3 33.7 20.3 23.5 30.5 30.0 19.6 15.1 20.0 24.0

社会消費品小売額伸び率（名目） ％ 18.3 18.6 18.5 19.0 17.1 17.5 17.5 17.6 14.3 15.7 16.0 15.9 13.1 13.7 13.7 13.8

輸出入収支 億ドル 1,815.1 55.7 ▲ 78.9 70.6 1,549.0 61.2 ▲ 120.5 ▲ 31.7 2,311.0 119.1 ▲ 126.1 ▲ 89.5 2,592.0 148.0 ▲ 123.4 ▲ 64.2

輸出伸び率 ％ 31.3 28.9 43.2 61.5 20.3 18.4 11.7 8.5 6.2 13.5 19.7 ▲ 18.3 7.9 11.4 12.9 12.4

輸入伸び率 ％ 38.7 27.4 43.5 50.0 24.9 19.6 37.8 130.0 4.3 2.5 8.9 12.2 7.3 7.8 2.8 ▲ 2.2

（注）�前年同期比 
工業生産は、一定規模以上の工業企業のみを対象とする。2011年１月には、一定規模以上の工業企業の最低基準をこれまでの本業の年間売上高500万元から
2,000万元に引き上げた。 
2011年１月以降、固定資産投資は500万元以上の投資プロジェクトを統計の対象とするが、農村家計を含まない。

（出所）�『中国統計年鑑』2013年版、『遼寧統計年鑑』2013年版、『黒龍江統計年鑑』2013年版、『吉林統計年鑑』2013年版、  『遼寧日報』2014年２月24日付、『黒龍
江日報』2014年１月26日付、中国国家統計局、遼寧省統計局、吉林省統計局、黒龍江省統計局および国家発展改革委員会東北振興司の資料より作成。

中国（東北三省）

2013年の東北三省主要経済指標

　東北三省の域内総生産（GRP）は、遼寧省が前年比8.7％

増（実質経済成長率）の２兆7,078億元、吉林省が同8.3％

増の１兆2,981億元、黒龍江省が同8.0％増の１兆4,383億元

となった。伸び率は三省とも全国平均値（同7.7％増）を

上回ったものの、いずれも１ ケタ成長にとどまった。

　東北三省における食糧の生産量（豆類・イモ類を含む）

は１億1,751万トンに達し、全国シェアは19.5％となった。

うち遼寧省が前年比6.0％増2,196万トン、吉林省が同6.2％

増の3,551万トン、黒龍江省が同4.2％増の6,004万トンで

あった。黒龍江省の生産量が過去最高生産高を更新し、３

年連続で全国首位となった。

　工業生産の動向をみると、東北三省における一定規模の

工業企業（年間売上高2,000万元以上）の付加価値増加率は、

いずれも全国平均値（前年比9.7％増）を下回り、遼寧省

が同9.6％増、吉林省が同9.6％増、黒龍江省が同6.9％増と

なった。とくに黒龍江省の伸び率の低下が顕著であった。

　投資動向を示す固定資産投資（農家は含まず、以下同）

の伸び率をみると、遼寧省は前年比15.1％増、吉林省は同

20.0％増、黒龍江省は同24.0％増となり、吉林省と黒龍江

省の伸び率が全国平均値（同19.6％増）を上回った。

　社会消費品小売総額は、遼寧省が前年比13.7％増の１兆

524億元、吉林省が同13.7％増の5,426億元、黒龍江省が同

13.8％増の6,206億元であった。

　東北三省の貿易額について、遼寧省は前年比9.8％増の

1,142.8億ドル（うち輸出が同11.4％増の645.4億ドル、輸入

が同7.8％増の497.4億ドル）、吉林省は同5.2％増の258.5億

ドル（うち輸出が同12.9％増の67.6億ドル、輸入が同5.2％

増の191.0億ドル）、黒龍江省は同3.4％増の388.8億ドル（う

ち輸出が同12.4％増の162.3億ドル、輸入が同12.4％減の

226.5億ドル）となった。遼寧省の伸び率は全国平均値（同

7.6％増）を上回ったが、吉林省と黒龍江省は全国平均値

より低かった。

　都市住民１人当たり可処分所得水準をみると、遼寧省、

吉林省、黒龍江省はそれぞれ前年比10.1％増の25,578元、

同10.2％増の22,275元、同10.3％増の19,597元となり、いず

れも全国平均値（同9.7％増の26,955元）を下回った。一方

で、農村住民の１人当たり純収入は、遼寧省が前年比

12.1％増の10,523元、吉林省が同11.9％増の9,621元、同

12.0％増の9,634元となり、三省とも全国平均値（同12.4％

増の8,896元）より高かった。

　消費者物価指数（CPI）については、遼寧省が前年比2.4％

上昇、吉林省が同2.9％上昇、黒龍江省が同2.2％上昇となり、

全国平均値（同2.6％上昇）とほぼ同程度であった。遼寧

省と黒龍江省の上昇幅は前年水準を下回り、吉林省の上昇

幅は前年の2.5％より0.4ポイント拡大した。

アムール川にかかる中ロ鉄道橋が建設開始

　2014年２月26日、中国黒龍江省同江市とロシアユダヤ自

治州ニジネレーニンスコエ村にかかる鉄道橋の着工式が行

われた。鉄道橋の全長は2.2km、年間輸送能力は520万ト

ンを想定しており、2016年に完成される予定である。同江

～ニジネレーニンスコエ間の鉄道橋が完成すれば、満洲里

～ザバイカルスク間、綏芬河～グロデコボ間、琿春～マハ

リノ間に続き、４本目の中ロ国境横断鉄道となる。主な積

荷としては、中国向けの木材や鉱物肥料、ロシア向けの農

機具や自動車、衣料品などが予測される。

� （ERINA調査研究部研究主任　朱永浩）


